
生田高校のホームページをご覧いただきありがとうございます。 

 

○ 多摩丘陵に建つ伝統ある進学校 

○ 自由と規律～のびやかで規律正しい気風～ 

○ 理数教育推進校（令和４年度（2022 年度）～） 

○ ＩＣＴ利活用授業先進校（平成 28 年度(2016 年度)～令和３年度（2021 年度）ＩＣ

Ｔ利活用授業研究推進校） 

 

本校は、昭和 44年(1969 年)に開校した伝統ある進学校です。多摩丘陵の一角に建つ学

び舎は、４万平方メートルもの広大な校地を有し、緑豊かな自然環境に恵まれ、これまで

に 18,000 名を超える有為な人材を社会に送り出して来ました。校歌にも歌われる創立時

の「自由と規律」の精神は、「のびやかで規律正しい生田の気風」として現在の生徒たち

の中にも脈々と受け継がれています。 

部活動の入部率は 90％ほどで、ほとんどの生徒が何らかの部活動に所属しています。

運動部、文化部ともに多くの部活動が全国大会、関東大会への出場経験があります。 

自然科学体験学習が充実しています。休日や夏季休業中に、海の生物観察会、光触媒ワ

ークショップ、丹沢森林ボランティア、ムササビ観察会などを実施し、生徒の自然科学に

対する知的好奇心を高めています。 

地域の皆様のご理解、ご支援をいただきながら、これまで 50 年を超える歴史を刻んで

きました。これからも、地域の方々、保護者、卒業生をはじめ多くの方々の期待に応える

ことができる学校として歩み続けてまいります。今後も生田へのより一層のご支援をよ

ろしくお願いいたします。 

それでは、「能力伸長・生田メソッド」、お読みくださいませ。 

 

令和３年４月１日 

令和６年４月１日 

生田高等学校長 布川勝也（ふかわ かつや） 

 

  



 

校 長 メ ッ セ ー ジ 

能力伸長・生田メソッド 

 

本校の学校教育目標は４点あります。１点目に、【高い目標、文武両道・文理両

道、自学自習、協働、ＩＣＴの相乗効果により、「不確実で複雑な時代」を生き抜く

「主体的な意志のある自立した『個』」を育成する。】という大目標を掲げ、以下３

点の具体の目標を掲げています。（３点の具体の目標につきましては、「学校ホーム

ページ・学校概要」に別掲する「学校教育計画」をご参照ください。） 

 

 時代認識は「不確実で複雑な時代」。「不確実で複雑な時代」は、とうの昔に始まって

おり、永遠に続いていきます。本校の学校教育目標・大目標の意味するところをこの時

代認識に関連付けて考えてみます。 

 

「不確実な時代」にあって、「安定していて景気がいい職業」、「確かな職業」など

というものはありません。ならば、どうするか。「好きな道」に進むしかありませ

ん。好きな道に進み、そこで「確かな人」になるしかありません。進んだ道で、一

流に、本物に、「確かな人」になればいい。そのためには、「主体的な意志を持つ自

立した『個』」を確立せねばなりません。「個」の確立は、他者尊重につながりま

す。あたたかく互いに支えあう人間関係、人と人との確かなつながりによって、社

会の中でよりよく生きる人間性、社会性を育みます。 

 

「個」の鍛え方、それが「自学自習」であり、「高い目標」であり、「文武両道」

です。身につく力は、「自学自習」の時間の大小に比例します。 

「文武両道」の心は、トータルに人間を鍛えるということです。文武の「文」は

「全教科・科目」、「文理両道」です。文系・理系に特化したものの考え方では、「複

雑な時代」の問題状況を解き明かすことはできません。文武の「武」もまた然り。

運動部だけのことではありません。文化部、ＨＲ活動、学校行事。あらゆる教科外

活動を通して、「個」を鍛えます。 

 

しかし、どんなに「個」を鍛えても、一人では、「複雑な時代」の問題状況を解き

明かすことはできません。「他者との協力」が必要です、「協力して働く」「協働」が

必要です。見ず知らずの人と、初対面の人と協働できなければ、「複雑な問題」を解

き明かすことはできません。「協働」により、さらに「個」は鍛えられます。また、

「主体的な意志を持つ自立した『個』」でなければ、真の「協働」は成立しません。

「主体的な意志を持つ自立した『個』」が「協力して働く」ことで、「不確実で複雑



な時代」をたくましく生き抜くことができます。 

 

トータルに人間を鍛える。それは能力を伸ばすということです。能力を伸ばすこと

なく、受験勉強に専念するのは非効率です。そういう勉強の仕方では、大学合格がゴ

ールになり、その後の成長が望めなくなります。 

高校２年終了までに、「生きる力」の土台を作らねば、その後に作ることは難しいと

いう調査結果があります。生田高校生には、大学入学後も大学卒業後も伸び続けられ

る資質・能力を持って、第一志望にチャレンジしてもらいます。「高い目標」、第一志

望を貫徹することで能力は伸びます。高い目標、文武両道・文理両道、自学自習、協

働で能力を向上させます。 

 

本校は、ＩＣＴ利活用授業先進校です。「不確実で複雑な時代」はＡＩ、人工知能の

時代でもあります。ＡＩ時代を生き抜くには、ＡＩの苦手なことができなくてはなり

ません。ＡＩが苦手なこと、それは思考、判断、表現です。思考力、判断力、表現力

を鍛えるために、ＩＣＴ利活用授業を推進しています。 

 

学校教育目標・大目標の中心にあるのは、「能力伸長」です。 

「不確実で複雑な時代」を生き抜く「主体的な意志を持つ自立した『個』」の育成 

＝高い目標×文武両道・文理両道×自学自習×協働×ＩＣＴ 

 名付けて「能力伸長『生田メソッド』」。 

能力伸長「生田メソッド」 

＝高い目標×文武両道・文理両道×自学自習×協働×ＩＣＴ 

 生田メソッドで「個」を鍛え、能力を向上させる。それが生田高校です。 

 

 


